


事業概要
１．目的

脱炭素社会の実現には、再エネ熱利用面的熱源ネットワークの計画・設計手法と最適
運用システムを構築することが必須であり、そのシステムとして①デジタルツインを活用
した再エネ熱面的利用システムの見える化ツール、②導入効果評価シミュレーター、③
最適運用エミュレーターの３つを開発する。

２．期間

2024/10/1 ～ 2029/3/31

３．目標（中間・最終）

① 中間：見える化ツールのベータ版構築、最終：ユースケースを通じたツール改善と普
及促進、維持管理体制の構築／② 中間：熱源の連成計算が可能な面的利用システム
のシミュレーターを作成、最終：シミュレーターを完成させ、マニュアル等を作成／ ③ 中
間：建物単体デジタルツインの作成、最終：複数建物のデジタルツインを作成し最適運
用の実施

４．成果・４．成果・進捗概要

①ツールの情報元となるデータベースの作成手法の構築、及びツールの設計仕様書
（初期版）作成／② シミュレーターの親プログラムと子プログラムを作成／ ③ 中間：建
物単体デジタルツインの作成
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１．研究開発の内容・実施体制

２．研究開発項目・目標

３．研究開発の進捗・予定

発表内容

























３．研究開発の進捗・予定
研究②“再エネ熱面的利用導入評価シミュレーター”

連成計算手法の開発(北海道大学 環境システム工学研究室)
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熱源群・熱源水ネットワーク・ヒートポンプ群の連成計算手法の開発

全体の計算フロー：プラグインとの通信 → 

収束計算 → タイムステップの更新を反復 → 

各節点の温度・流量・バイパス流量・熱損失

量などを時系列データとして出力

需要家（消費）：中温導管から取水・利用→ 

高温/低温導管へ排水

プラント（供給）：高温/低温導管から取水 → 

熱製造 → 中温導管へ供給

排熱ルート：高温導管（需要家排熱） → 冷却 → 中温導管へ

冷房主導時の過昇温を防止し、外気を排熱源として有効活用

需要家モデル：ヒートポンプシステム

冷房主体ケース（ヒートポンプ＋冷却塔）

暖房主体ケース（ヒートポンプ＋地下水利用）

プラントモデル：冷却塔／地下水利用

地域導管モデル

採熱ルート：低温導管（需要家降温） → 加熱→ 中温導管へ

暖房主導時（寒冷地）の過冷却を防止し、年間を通して温度が

安定している地下水を活用











３．研究開発の進捗・予定
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➢ 代理モデルによる高速シミュレーションの再現性の検証
1. RC代理モデルの再現精度および計算性能を検証した。
2. RC代理モデルを使用した電力消費の挙動は実測値と良好に一致しており、十分な再

現精度が確認された。
3. 従来モデルより計算時間は大幅に短縮され、モデル予測制御に適した高速シミュレー

ションが可能。
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研究③“再エネ熱面的利用最適 運用エミュレーター”東京大学生産技術研究所
単体建物デジタルツインの作成





３．研究開発の進捗・予定
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➢ 最適化検証
1. 図に示す電力価格条件の下で、冬季1日を対象とした運用コスト最小化を実施した。
2. 3種類の最適化アルゴリズム（DE、GA、PSO）を計算ソルバーとして、すべての手法

において基準ケースより運用コストが低減した。
3. 今後は、単体建物を対象としたモデルを基盤として、複数建物および再エネ熱利用シ

ステムを含む街区・地域レベル対象を拡張する予定。

冬季1日最適化効果
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研究③“再エネ熱面的利用最適 運用エミュレーター”東京大学生産技術研究所
単体建物デジタルツインの作成
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